
 

流行りに乗り切れない、

長閑な「カフェー西行」

で女給たちは朗らかに働

いた。時代を映す鏡であ

った仕事「女給」を通し、

大正から昭和を生きた市

井の人生を描き出す。 

・ハローキティのニーチェ  朝日文庫編集部/編                

・大人の断捨離手帳     やましたひでこ/著 

・豊かな人だけが知っていること  長倉顕太/著 

・投資依存症        森永卓郎/著 

・青学流「絶対王者の鉄則」 原晋/著   

・グロリアソサエテ     朝井まかて/著 

・分裂蜂起         佐々木譲/著 

・鬼隼人          鳥羽亮/著 

・求めない練習       カンヨンス/著 

・おうちでかんたんちいさいスイーツレシピ 

              塚原佳樹/著 

・勝つ、ではなく、負けない 黒田剛/著 

・チューリップさいた    くすのきしげのり/作 

・実家じまい終わらせました！ 松本明子/著 

・白露           今野敏/著 

・空き家まるごと DIY！   坂口克/著 

・笑顔がたえない 36 の家訓  漆山佳月/著 
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早野ひかるは「先生」に打ちの

めされ、銅鐸と土地の来歴を

学び始める。ここではかつて

罌粟栽培と阿片製造が盛ん

で、満州に渡って「陛下への花

束」を編み、紀元 2600 年記念

万博を楽しみにしていた青年

がいた。恋愛政治小説。 

【 】 

青年は描く。その家の床

を、柱を、天井を、タイル

を、壁を、そこに刻まれた

記憶を。目を凝らせば無

数の細部が浮かび、手を

かざせば塗り重ねられた

厚みが胸を突く-。ある家

の記憶を紡いだ小説。 

 

 

 


